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湖国が滋る・水と緑の街づくり
公益社団法人

　明治15年（1882年）３月、長浜－敦賀間を結ぶ鉄道のうち、長浜－柳ヶ瀬までが開通した。
開業から遅れること８ヶ月、長浜駅舎が完成する。今日残っているのは本館だけだが、当初はプラッ
トホームや機関車、転車台、貨物倉庫など多数の施設が建っていた。また鉄道開通にあわせて、
大津と結ぶ連絡船も就航し、駅西側から発着した。翌年には、関ヶ原方面に線路が延びて東海
道線の原型となり、長浜は近畿と東日本、日本海双方を結ぶ交通の要衝となって大いににぎわった。
東西24.5m、南北9.7m、木骨構造の無筋コンクリート造り２階建てのきわめて珍しいものである。
外壁はコンクリート素面仕上げで、壁の厚さは50cmもあります。四隅の角は花崗岩を積み、窓
枠にはレンガを使っています。設計にはイギリス人技師ホルサムが関与したといわれ、内部の階
段のデザインなどはよく洗練されている。
　駅舎本館としては現存する日本最古の遺構であり、建築史上・交通史上の重要性はきわめて大
きい。現在は鉄道文化館・北陸本線電化記念館とあわせて長浜鉄道スクエアを構成する。

旧長浜駅舎　（長浜市北船町）

・新年のあいさつ ････････････････２
・情報広報委員会
 2016年度フォトコンテスト作品募集 ･３

・ヘリテージマネージャー支援委員会
 第2期　滋賀県ヘリテージマネー
 ジャー育成講座（最終回）
  「私が見つけた歴史的建造物の保存
 活用計画発表会」開催の御案内

・女性委員会　Doシリーズ No.70
 ～まちづくりから学ぶ～
 先進地、高松丸亀町商店街の100年
 先を見据えた街づくり ･･･････････４

・事務局
 会員登録確認のお願い

・青年委員会
 第3回 青年建築士交流会 ～話して
 広がる青年建築士の輪～ ････････５

・湖東地域会・青年部会
 湖東地域会　青年部会勉強会
 断熱、気密、通風 体感 セミナー
 ～ツーバイフォー工場見学もあるよ～

・女性委員会　Doシリーズ No.69
  ～素を知る～　竹中大工道具館・
 大阪ガス「ハグミュージアム」を
 巡って学ぶ　報告 ･･････････････６

・ヘリテージマネージャー支援委員会
 滋賀県ヘリテージマネージャー育成
 講座報告

・まちづくり委員会
 第７回「未来の家」「未来のまち」
 子ども立体作品展開催のお知らせ ･７

・地区だより
 大津地区・湖南地区委員会
 湖北地区委員会
 高島地区委員会

・滋賀職能大（ポリテクカレッジ）
 からのお知らせ ･････････････････８

・1月の暦
・残しておきたい滋賀の建築 第21回
 北国街道安藤家（長浜市元浜町）
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　平成28年の新春を迎え、謹んでご挨拶申し上げます。
　日頃は、公益社団法人 滋賀県建築士会に格別のご理解
を賜り、ありがとうございます。
　本年もよろしくお願い申し上げます。
　昨年６月施行の改正建築士法は、建築物の設計・工事
監理の業の適正化及び建築主等へ情報開示の充実に重点
が置かれ、直接業務に関わる改正内容となっています。
　建築士自らが真摯に取り組むことが求められており、
この改正建築士法の周知・普及に努め、建築士としての
責務、役割を果たし、県民の皆様、業界の皆様とともに、
よりよい地域社会を構築していきたいと考えています。
　26年度からスタートしたヘリテージマネージャー育成
講座は、地域に眠る価値有る文化遺産を発掘し、活用し
た地域活性化事業として歴史的建造物の保全活用による
専門家を育成するもので、現在２年目を向かえ、多数の
建築士が参画して地域のまちづくりのリーダを目指して
います。
　平成28年度も３年目として講座を開設して取り組む方
針ですので、是非ご参加よろしくお願い致します。
　また昨年５月に全面施行の、空き家対策特別措置法に
関しては、『滋賀県空き家管理等基盤強化推進協議会』
を新設し、県の指導の基、県宅地建物取引業協会と共に、
関連各団体と連携して適正管理、活用、また解体等に向
けた事業を開始しました。
　環境や景観、福祉、防災のまちづくりにつながる活動
を推進します。
　さらに、今年度から、現場の施工監理に携わっている
建築技術者のために、建設業法にも規定されている監理
技術者講習を新たに実施し、設計者と施工者が一体とな
り、建築物の安全安心のためにより一層精度の高い建物
となるよう取り組んでまいります。
　このほか、防災・減災の取り組みなど、さまざまな従
来事業、新規事業により、県民の皆様の為に、地域社会、
まちづくりに貢献し、県内各地域の持てる可能性をひろ
げていく活動を今後一層、推進してまいります。

「吾十有五にして学を志す」････『論語』にある有名な
言葉です。
ここにいう「学」とは、今日の学校の勉強とは異なります。
「孔子」は、十五歳の時に「大

たい

人
じん

」になろうと志した、
ということです。
人の上に立って人びとによい影響を与えるのが大人であ

る。悪い影響を与えるのは大人ではない。
「孔子」が弟子の「子路」に、「六

ろく

言
げん

六
ろく

弊
へい

」の教えを説
いた内容を紹介します。

「お前は六言の六弊というのを聞いたことがあるか」と
「孔子」は「子路」に問う。六言とは六つの言葉で表さ
れる人間最高の徳のこと。その最高の徳も学門の裏づけ
がないと弊害が生じる、というのである。「子路」は「あ
りません」と答える。
「それでは教えてあげよう。･･････････」
仁
じん

を好みて学を好まざれば、その幣
へい

や愚
ぐ

なり
――仁とは愛情、思いやりである。仁を好むのはよいが、
学問しないと盲目の愛になり、人に騙

だま

されたり、陥
おとしい

れら
れたりする。
知
ち

を好めども学を好まざれば、その弊や蕩
とう

なり
――知を得ることは大事だ。知は人間形成の礎となる。
しかし、知を好んでも真の識見を身につけないと、博学
を誇るだけのとりとめのない人間になる。
信
しん

を好めども学を好まざれば、その弊や賊
ぞく

なり
――信を重んじるのはよいが、条理をわきまえないと、
物事を破り、損ねてしまう。
直
ちょく

を好めども学を好まざれば、その弊や絞
こう

なり
――絞は首を絞

し

めるように窮屈なこと。正直はいいこと
だが、学問をして識見を持たないと、馬鹿正直で頑固、
融通の利かない人間になる。
勇
ゆう

を好めども学を好まざれば、その弊や乱
らん

なり
――勇ましいのはよいが、学問をしないと、勇ましいだ
けのならず者になり世を乱す。
剛
ごう

を好めども学を好まざれば、その弊や狂
きょう

なり
――強者であることはよい。しかし、学問による反省が
ないと、いたずらに力を振り回すだけの狂者になる。
　どんな美徳も学問による鍛錬を経ない限り、悪弊とな
る。二千五百年前に「孔子」が説いた教えは、時代を超
えて我々に突き刺ささります。

　免震ゴムや杭施工等の問題、いっこうに減らない建築
士なりすまし事案等、我々もまだまだ学ばなければなり
ません。
　本年も滋賀県建築士会にご支援賜りますよう、お願い
申し上げ、皆様にとってもすばらしい一年になりますよ
う、ご祈念致します。

謹　賀　新　年
公益社団法人　滋賀県建築士会　会長

� 山本　勝義
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2016年度フォトコンテスト作品募集
　会員のみなさまの自慢の作品をお待ちしております。
 作 品 の テ ー マ 　「郷愁（ノスタルジー）」・「フリー」（風景・建物などテーマは問いません）
 応　募　資　格 　会員による自作作品とします。
 応　募　作　品 　４つ切（カラー・モノクロ）、ワイドタイプ可、応募点数は問いませんが、作品は未発表のものに限ります。
 賞　　　　　金 　大賞：商品券１万円分　　入選：商品券３千円分
 募　集　期　間 　平成27年12月～平成28年２月９日
 審　　　　　査 　第７回「未来の家、未来のまち」子供立体作品展会場にご来場の方々の投票による審査とします。
 発　　　　　表 　平成28年５月 機関誌「家」及び滋賀県建築士会ホームページにて発表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.kentikushikai.jp/）
 応　募　方　法 　下記応募票に必要事項をご記入していただき、作品の裏面に糊付けの上、（公社）滋賀県建築

士会事務局までご持参いただくか、郵送にてお送りください。
 送　　り　　先 　〒520‒0801　大津市におの浜１‒１‒18　建設会館３階
　　　　　　　　　　　　　　（公社）滋賀県建築士会「フォトコン係」　　TEL. 077‒522‒1615
 応　募　細　則 　１．入選作品の版権は、主催者に帰属します。選外作品であっても使用することがあります。肖

像権などについては、応募者の責任に於いて了解が得られているものとします。
  　　　　　　　　２．応募作品は返却いたしません。ただし、返却希望者は郵便切手（500円分）を同封頂けれ

ば返却いたします。
 主　催　団　体 　公益社団法人滋賀県建築士会

公益社団法人滋賀県建築士会2016年フォトコンテスト応募票
作 品 名 テ ー マ

コ メ ン ト

応募者氏名 撮 影 場 所

会 員 氏 名 撮 影 年

住 所 〒
　 連絡先TEL

情報広報委員会

※取得した個人情報は、フォトコンテスト事業以外に使用いたしません。

第2期　滋賀県ヘリテージマネージャー育成講座（最終回）
「私が見つけた歴史的建造物の保存活用計画発表会」開催の御案内

　平成27年９月より始まった第２期滋賀県ヘリテージマネージャー育成講座が２月で最終回を迎えます。最終回は公
開講座として「私が見つけた歴史的建造物の保存活用計画発表会」を開催、受講者によるグループ演習の成果として、
身近な歴史的建造物の保存活用に向けた提案を発表します、歴史的建造物にご興味
のある方、これからヘリテージマネージャーを目指される方の御来場をお待ちしております。
　開催日時：平成28年２月13日㈯　９：00～16：00
　参 加 費：無料
　開催場所：滋賀県建設会館４階大会議室（大津市におの浜１-１-18）
　定　　員：先着50名
　参加申し込みは　（公社）滋賀県建築士会事務局まで（締切日：平成28年２月５日）
　　　　　　　　　☎：077-522-1615　　FAX：077-523-1602

ヘリテージマネージャー
支援委員会

ヘリテージマネージャー実行委員会



4

Doシリーズ
No.70

女性委員会
～まちづくりから学ぶ～

先進地、高松丸亀町商店街の100年先を見据えた街づくり

　「地元の人 を々核にした、人にやさしく持
続できるコミュニティ」を目指し、向こう100
年を見据えた、高松丸亀商店街の再開発
事業の見学研修を行います。全国の地方
都市では、シャッター通りになった商店街が
手つかずのまま放置され、深刻な空洞化現
象が生まれています。そんな中、民間主導
で再開発を軌道に乗せたモデルとして、各
方面から注目をされている「高松丸亀町商
店街」の再生に向けての取組みと今後につ
いて学びます。

開催日時：平成28年３月５日㈯～６日㈰

研修場所：香川県高松市丸亀町

定　　員：25名（先着順）

CPD単位：取得予定

参 加 費：会員　27,000円　　　会員外　35,000円　 当日集金します。

行　　程：（１日目）大津駅前公園出発（７：30）＝イサムノグチ庭園美術館（11：30～12：30）＝昼食（12：45~13：30  
郷屋敷）＝高松丸亀町商店街　視察・研修（14：30～16：30）＝ホテル・チェックイン＝懇親会

　　　　　（２日目）ホテル出発（７：30朝食は中西うどん店）＝四国村（９：00～10：30）＝昼食　道の駅うずしお 
（12：00～13：30）＝本福寺　水御堂（14：45～15：20）＝大津駅前公園（18：00頃帰着予定）

申込締切：平成28年2月18日㈭

会員／会員外 お　名　前 連　絡　先 メールアドレス

Doシリーズ No.70　～まちづくりから学ぶ～　先進地、高松丸亀町商店街の100年先を見据えた街づくり　参加申込用紙

お申し込みはFAXにて… 公益社団法人 滋賀県建築士会 事務局〈FAX.077-523-1602〉
※取得した個人情報は、Do シリーズ No.70 の事業以外には使用しません。

事務局　会員登録確認のお願い
　会員のみなさまに登録について確認をさせていただきます。 公益社団法人　滋賀県建築士会　
　2014年の会員名簿発行後、記載内容に変更のある方はご連絡ください。 事務局　ＴＥＬ 077-522-1615　
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断熱、気密、通風 体感 セミナー
～ツーバイフォー工場見学もあるよ～　（CPD予定）

湖東地域会
青年部会

　これからとても重要になる断熱の計画。いろんな話は聞くけど実際どうなの？なんてことありませんか。
　今回は講師に南雄三氏をお招きして『省エネと断熱は分けて考える』をテーマに改正省エネ基準と目指すべき外皮
レベルや快適な空間についての講演と実際の建物でその快適性を体感できるセミナーを開催します。
　また、あわせてツーバイフォー工法のプレカット工場見学も行います。
　聞いて、見て、触れるこの機会、ぜひご参加ください。

日　　時：平成28年１月29日㈮　13：00～17：00（受付12：30～）
会　　場：株式会社シガウッド会議室
　　　　　　滋賀県長浜市大辰巳町151（JR長浜駅からタクシー10分）
　　　　　　TEL：0749－62－1517
参加費用：建築士会会員・賛助会員・学生　無料（会員限定です）
定　　員：30名（先着順）
申込締切：平成28年１月22日㈮

共催　株式会社シガウッド　　　協賛　YKK AP株式会社　滋賀支店

お　名　前 所属地域

住　　　所 CPD登録番号

電　　　話 Eメール

湖東地域会　青年部会勉強会　断熱、気密、通風 体感 セミナー　～ツーバイフォー工場見学もあるよ～　参加申込用紙

お申し込みはFAX又はメールにて… FAX：0749-63-8817 　メールhigashimori@shigawood.com　担当  東森
※取得した個人情報は、湖東地域会　青年部会勉強会　断熱、気密、通風 体感 セミナー　～ツーバイフォー工場見学もあるよ～の事業以外には使用しません。

第3回　青年建築士交流会　～話して広がる青年建築士の輪～
たくさんの仲間と意見交換し、建築士の輪を大きく広げましょう

●開催日時　平成28年２月６日㈯　17時30分～19時30分（受付：17：00）
●開催場所　ピアザ淡海ホテル（６F　クリスタルルーム）　大津市におの浜１-１-20　TEL077-527-6333
●内　　容　青年委員会の活動紹介、食事をしながらの歓談
●参加資格　40歳以下の士会会員・男女は問いません
●定　　員　60名（定員になり次第締め切ります）
●参 加 費　3,000円（飲食代）　　　●持 ち 物　名刺、ボールペン
●申込締切　平成28年１月22日
※主席となりますので飲酒される方は、JR大津駅からのシャトルバスをご利用ください。
　また、ピアザ淡海ホテル駐車場ご利用の場合は、２時間分無料となります。

FAXまたはメールで、受付確認を返信させて頂きます。
参加申込書･･･FAX　077-523-1602　公益社団法人　滋賀県建築士会事務局

お　名　前 地　区　名
連絡先（TEL）

メールアドレス バス送迎
連絡先（FAX）

要・不要

※取得した個人情報は、青年委員会「青年建築士交流会」以外には使用いたしません。

青年委員会
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滋賀県ヘリテージマネージャー育成講座報告ヘリテージマネージャー
支援委員会

　第７回ヘリテージマネージャー育成講座は東近江市五個荘金堂地区を会場に伝統的建造物群保存地区（以降「伝
建地区」）についての講習と現地研修が行われた。講習では東近江市教育委員会歴史文化振興課水谷勝氏より、金
堂地区が選定されるまでの地域の取り組みと伝建地区選定後の地区建造物の保存修理工事ついて学び、県立大学
石川准教授より「伝建地区」制度と他地域の事例紹介を受けた。講習の後、伝建地区内に移動して改修現場の見
学と地区内の主要建物を水谷氏の解説を受けながら巡り歩いた。
　午後は石川准教授による講義「まちづくりにおけるヘリテージマネージャーの役割」の後、５グループに分かれて、
第10回の発表・討論会「私が見つけた歴史的建造物の保存活用計画」についてグループ討論を行った。本年の
HM育成講座も２回の講座と最終回の発表・討論会を残すのみとなり、各グループの研究発表が楽しみと成ってきました。

ヘリテージマネージャー実行委員会

写真－1　伝建地区内の住宅
改修現場見学

Doシリーズ
No.69

女性委員会
 ～素を知る～　竹中大工道具館・大阪ガス
「ハグミュージアム」を巡って学ぶ　報告

　11月28日、朝早く高島市内を出発したバスは大津駅を経由し、参加者30名を乗せて、神戸市にある竹中大工道具
館へ。竹中大工道具館は、日本で唯一の大工道具の博物館として中山手に存在していましたが、昨年秋に新神戸駅
近くへと移転しました。館内の見学では、特に「手仕事の進化」として一人の大工さんが持っていたという179点もの
道具の展示に、ものづくりに生きる美意識や秘められたプライドを感じました。今は機械化により道具が少なくなってきた
とはいえ、芸術品のような道具を見て、改めて伝統のものづくりに思いを馳せました。

　ANAクラウンプラザホテル神戸での昼食後、午後は大阪市にある大阪ガス “hu+gMUSEUM” へ。ぬくもりと未来
をテーマに食と住まいの情報発信拠点として今年１月にオープンしたこの施設では、様 な々展示を見て、触れて、味わっ
て…。先端技術を駆使した豊かな暮らしをどのように取り入れて使うかは、今後は使い手側のいくつものアイデアやひら
めきが問われるのかなぁと、刺激を受けました。

　今回の事業にあたり、高島地域会のご協力、大阪ガスの共催をいただいたことをお礼申し上げます。

竹中大工道具館前で集合写真 大阪ガススマートハウス体験竹中大工道具館館内見学

写真－2　伝建地区内の住宅
改修現場見学

写真－3　金堂地区保存建物
の見学

写真－4　発表・討論会に向
けてグループ討論
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大津地区・湖南地区
景観づくりチャレンジ隊

～東海道でつながるまち　大津祭編～

　10月10日㈯、大津市と草津市の主催による大津草津景観
連携事業「景観づくりチャレンジ隊・大津祭編」が開催され
ました。この事業は、東海道でつながる大津と草津であるこ
とから、旧東海道沿道のまちなみ景観と関連の深い「大津祭」
に焦点を当て開催されました。
　その中で私たち建築士会大津地域会と湖南地域会は、
大津市と草津市の小学生親子を対象に、大津祭曳山のペー
パークラフト作り体験をしていただきました。約100名の参加者

地区だより
に楽しく大津祭を学んで頂けました。
　その後も、講演、
大津祭探検や宵宮曳
き体験などがあり、１
日を通して充実した事
業となりました。
　今後も大津市と草
津 市 が 市 域を超え
て、魅力ある景観を
次世代に引き継ぐた
め、私たち建築士会
も協力していきたいと
思います。

第７回「未来の家」「未来のまち」子ども立体作品展開催のお知らせ
　県内幼稚園の方々、各関係者の皆様にご協力いただき、ご好評いただいている「未来の家」「未来のまち」子供
立体作品展は第７回を開催させて頂くこととなりました。滋賀県民の皆様に、（公社）滋賀県建築士会の存在をアピー
ルすると共に建築士の役割を知って頂きたいと思います。

開催日時：平成28年２月21日㈯～22日㈰　午前10：00から午後５：00まで
開催場所：ビバシティ彦根

まちづくり委員会

高島地区
平成27年度　研修旅行
“長崎軍艦島へ上陸”

　さる11月29日㈰～30日㈪にかけて、22名で明治日本の産
業革命遺産を訪ねる長崎１泊２日の旅に行ってきました。新
幹線のぞみ、特急かもめを乗り継ぎ長崎に到着。
　先ずは三菱重工㈱長崎造船所資料館を見学しました。こ
こで戦艦武蔵が極秘に作られたそうです。それから出島へ
見学。次に向かったのが隈研吾氏の作品で2005年竣工の
長崎県美術館です。敷地の中央に運河が流れ、その運河
を跨いで両側に建物が建つ珍しい構成の美術館でした。隈
研吾建築で有名なルーバーは花崗岩で作られ、その重さを
感じさせないディティールには感心しました。
　翌日いよいよ軍艦島クルーズです。心配した天候も恵まれ
快晴で、波も無く暖かい日となりました。長崎港を出港して40

分で軍艦島が見え、その姿は「軍艦」そのもので感動して
言葉になりません。上陸して感じたのは約40年前に無人島に
なるまで5000人余りの人が暮らしていた建物が、自然の力に
よりここまで廃墟にしてしまう凄さでした。
　上陸はほぼ１時間。その間220mの見学コースを歩き、３
ポイントでガイドさんの説明を受けます。RC造の高層アパート、
学校などの建物と護岸の鉄筋が錆びてボロボロになって、そ
の荒廃ぶりは逆に綺麗に見えました。また、大勢の方々が炭
鉱で亡くなられたことも教わりました。今年７月に世界文化遺
産に登録されてから、沢山の観光客が訪れているそうです
が、大変感動するクルーズでした。

湖北地区
平成27年度　親睦交流事業

「ゴルフコンペ及び親睦会」を開催

　11月13日㈮湖北地域会親睦交流事業　ゴルフコンペを開
催致しました。
　ゴルフコンペは名神八日市カントリー倶楽部にて行いました
大変楽しく交流をはかることができました。

　優勝者は湖北地域
会賛助会の大林圭介
さん準優勝者は湖北
地域会の秋山信一さ
んでした。
　コンペの後　長浜
の住光にて表彰式と
懇親会を行い大変盛
り上がり楽しい1日で
した。
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残しておきたい滋賀の建築
第21回 北国街道安藤家　（長浜市元浜町）

　長浜城主羽柴秀吉に選ばれた長浜町十人衆の筆頭たる三年寄を江戸時代を
通して勤めた安藤家の商家として明治38年（1905年）に安藤與惣次郎により建
築された近代和風建築物。忠籠窓や紅殻格子など近代商家の特徴を備えてい
る。離れの書院小蘭亭は北大路魯山人が描いた襖絵や天井画などで彩られて
いる。

22 金 赤口 まちづくり委員会
23 土 先勝 　
24 日 友引 　
25 月 先負 　
26 火 仏滅 　
27 水 大安 　
28 木 赤口 　
29 金 先勝 　

30 土 友引 第９回ヘリテージマネージャー養成講座
青年委員会あーき塾

31 日 先負 　

11 月 先勝 成人の日
12 火 友引 設備関係団体　新年会
13 水 先負 情報広報委員会
14 木 仏滅 　
15 金 大安 　
16 土 赤口 第８回ヘリテージマネージャー養成講座
17 日 先勝 　
18 月 友引 　
19 火 先負 　
20 水 仏滅 　
21 木 大安 応急危険度判定士講習会

1 金 友引 元日
2 土 先負 　
3 日 仏滅 　
4 月 大安 仕事始め・年始挨拶
5 火 赤口 　
6 水 先勝 　

7 木 友引（公社）滋賀県建設産業団体連合会　新年会
8 金 先負 建築五団体　合同年賀会
9 土 仏滅 　
10 日 赤口 　

1月の暦

滋賀職能大（ポリテクカレッジ）からのお知らせ

能力開発セミナー 今後の開催予定のご案内
コース№ コース名 受講料 定員 実施日 講習時間帯
CH011 ネットワーク工程管理技術 ￥7,500 10 6/25㈯、 7/9㈯ 10：00～17：00

CH021 木造住宅における結露防止を考慮し
た断熱・気密工法 ￥7,000 10 7/26㈫、25㈬ 10：00～17：00

CH041 構造設計技術（木構造実践編） ￥6,500 10 9/7㈬、 14㈬ 10：00～17：00
CH041 木造住宅の省エネ設計技術 ￥6,500 10 10/5㈬、 12㈬ 10：00～17：00

各講座ともCPD認定プログラム申請コースです。
1月中旬に講座内容を掲載したパンフレットの発行、ホームページへの掲載を予定しています。

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
〈厚生労働省所管〉近畿職業能力開発大学校附属

滋賀職業能力開発短期大学校（滋賀職能大）
www3.jeed.or.jp/shiga/college/

〒523-8510 滋賀県近江八幡市古川町1414

学務援助課 TEL：0748-31-2254
FAX：0748-31-2255

★卒業研究発表会開催　２月12日㈮　…全科、全学生による発表会
　　　　　　　　　　　２月19日㈮　…各科代表作品の発表と特別講演会
 多数のご来校をお待ちしております

「オーダーセミナー」のご相談を承ります。
職場やグループ単位での独自研修会「オーダーセミナー」の企画立案のお手伝いをいたします。下記「学務援助課」
までお問い合わせください。


